
実施箇所 電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表 （A　P1（1） 総括組織のあり方検討　） H19年9月末現在

各組織を横断的に総括する仕組みがなく ↓ 組織全体と してのQMSの取組みが不足してい 1．総括組織の必要性検討

目　的 る。このため．組織全体が整合性を持って活動できる仕組みを構築し， 統一的管理の向上を図 ■ 総括組織殴量の必要性について検討する。

る． 2．各組轍を横断的に総括する新たな組織の検討

〔1）各組織を横断的に総括する仕組みを構築する。 （保安検査） 実施内容 ■ 総括組織が担う役割および総括組織の権限について検討する。

（2）役割，責任と権限を明確に1する。 （JEAG4121レビュー） ■ 総括組織と既得組織の関係， 体制・ 必要要員ほかの検討を実施する。

要求事項 （3）OMS推進者の設置など各組繊問の通携強化策を検討する．（ベンチマーキング〕 3．各組繊間の連携強化策の検肘

（4〕原子力品質保証委員会の内部コ ミュニケーショ ンとしての役割を整理する。 〔保安検査） ・ 各組織間を横断する連携強化策を検討する。

（5〕組織内にお1ナる情報交換が確実に実施できる珊境を整備する。（現場の戸〕 o 内飾コミ ユニケーション 〔原子力品質保証委員会を含む｝のあり方を検討する。

具体的な行動計画 辱 一凡　例一 ・5／ 18策B回ロMS検討チームにて審議
▽口： 計画， ▼ 実績 （設置の方向性について了解）

実施項目 スケジュール 〔平成1 9年度） 平成20年度 ・ 5／24保安検査官説明
4月 5月 6月 7月　　8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期 ・ 6／25リーダ全勝にてREV依頼

1． 総括組織の必要性検討 ▼5
@チ

17
� ▼7　24　▼

@　員会
／27
^金

▽保 規定申 総括組 設置 ・・B／7／24qMS検討委員会で検討状況説明
@　17経営層へ計回説明

ト

一総括樋の必要埠検討』
▽ 安規定申 青

・
・

8／270MS検討委員会で検討状況説明
ﾖ係各所と社内調整開始。

2． 各組繕を横断的に総括する新たな
▼5－

7
▼7　24▼ ／27

組織の検討 チ ム
1
　
員
会
1

員会

・役割と権限の検討 役割と権甑の検討 1
一
宇

1

：

・既得組織との関係，体制・要員検討 既拝組積とφ関鰍建騨要具一一 討』三】

・社内調整
卑 内調整

3． 各組繊間の連携強化施策の検討 ▼　／24▼ ／27
4． 員会 員会

・連携殖化策を検討 一逼携強化策を検肘一

・内部コミュニケーションのあり方 内部コ葛ユーニケー．ションのあり方検討」

検討

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 （綴了時に記載） 備考〔懸案事項他）

・ 組織の必要性検討完了． （検証方法） ・総括組織の役割と権限，設置体制について詳細を検

■・設置体制

｡
■

総括組織設置の方向性を了承〔8／2了

濠≡g織の役割（案）作成．

@　　　｛案）作成，要員検討中。

ﾝ置に向けた社内調整中

e組織の連携強化策検討中。

OMS委員会）
・
・
層

〔検証結果）

現行組織と変更案との得失評価を実施

nMSの要求事項を満足しているか検証

V組縫移行後に仕組みの有効性評価を実施

〔H19．9〕

@（目19．

〔H20．3）

10）

射し，OMSチーム，委員会に諮る。

E休制・要員を検討し早急に社内鯛塾する．

E連携強化施策1よ9月目途で取りまとめる．

E保安規定認可申請時期の表更を検討．

■ 総括組織の内部コミュニケーションのあり方検討中。
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‡
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琴蓼真勇ヲ讐婆麟蛮野（侠嵩留（。）
4章QM　S文書の変更，文書・活動のスリム化）

QMS高度化計回として， J
E　A　O4

1 11 への適合性を確実にするとともに有効性を高めるた 1一 品質マニュアル（一次文書〕の体果及び構成の策定

目　的 め， J　EAC4可11の4章聞様のQMS文書を唇構築する。 実施内容 2． 二次文書を含む全体体系の策定

要求事項
■・　品質マニュアルに横車機能がなくJEAG4121を念願に置いたマニュアル体系を再整備及び，

、 組織全体の統一的管理ができないことの改善。

内容の再見座し．
3．

S。

文書策定ガイドラインの作成一次文書，二次文書の作成

・　2次，3次文書と， 品質マニュアルとの不整合 〔2童帳簿） の改善
－ 活動方針の一つである現場が使いやすいシンプルで有効な O賂への実現。

一凡例一　▽□；廿臥▼脈寓輔

スケジュール

実施事項 H18年度 H19年廣 H20年度 備考
平成19年3月：ベンチマーキング

平成19年2月1文書再レビュー1 2 3 4 5 日 7 8 9 10
”

12 1 2 3 上期 下期

文　　系，文　　　　　　　更
@状把握（課題抽出整理） 課題 約一 臨　■

平成19年3月＝課題の集約
ｽ成19年4月＝全体体系の策定

次文
平成19年4月1ガイドラインの策定

o，ベンチマーキング 2土 蝋 領受 で段 ｝ 平成旧年4月＝文書作成作業開始
・四国電力，九州電力

aD文書再レビュー レビュー ▼ 方（3ノ 3）

稚，軸

Q次文書
平成19年7月＝細則案チーム会梶出

ｽ成19年8月：2次文書案チーム金提出
〔共通5文書十α｝

平成19年8月＝試行検証案決定G．現場の戸 4
一　　■

〔運転管理，鮎斜管理，

（発電所， 協力会社，本部） 煤守瞥薯領，算〕 平成19年B月：試行検証案（レビュー〕開始

a次文書 平成旧年9月：試行検証案｛検証）開始
d．検査富等のご意見 ・ 略牒亭細書顛〕 平成19年9月＝試行検旺案（妥当性確認）開始

②文書体系の検討 ▼‘ 体系 次文 まで
平成19年B月二試行検証案（レビュー）終了

ｽ成19年9月：試行検証案（検証）終了
・文書体系の策定

▲ 網体
2童帳簿

③文書変更 文 集頓 によ 具体1 当社マニュアルの2■帳簿と

（1次文書 a，b） ▽ 定 は，いわゆる品質マニュアル
畠．品貫保証規程の改正 と実務〔品質保証活動）で使

b．品質保証細則（案）策定
用するマこユアルにギャップ

ｪ生じていること。

・溶接検査，PP等の取扱い 楓討

　辛7118チ

■帳 1ゴ らなし よう， 実務では，品質マニュアル

・貴任と権阻

（管理貴任者，部長，所長）

，一 笊I
一ム拠峯 い

・
要
1

　い
謔閨C

領類
ﾀi

こする．

ｮ内容
をほとんど使用しない（神棚1二

繧ｰておく）で，従来からの手

・JEAG4121抽出事項
抽出一 直し る。

順〔書）に墓づき業獅を実施

〔2次文書
・品質保証マニこアル吸上事項

@　　）

抽出

共通 蹟
し．QMSが漫透していない状

ﾔと考えている。
c．文書・記録管理要則の策定

2■帳簿の解消とは，保安

④文書変更楽作成の進め方
↓

活動；品質保証活助を理解
〔ガイド〕策定〔2次文書） 策定一 ・ すると共に．実務の手順書

⑤賦行・検証 修正轍青 （主に3次文書）にQMSの考
⑥文書修正轍育 吏更手続 本桔運用・改正 えを織り込む修正を実施す
⑦保安規定変更，運用開始
（3次文書）

る。

各3次文書 顧次見直し策定 また，必要により保安活動

〔3）QMSスリム化〔主に3次文書）
こよむ 映

内容の見直しを実施していく。

①活動のスリム化
・事例作成 作峨

・各部署で課触抽出 課題 ． ・ 著で継 的に活動 展 ・随時提案

②文書のスリム化〔主に3次文書） 出
2 帳簿こなら 一いよ ，使 、やす 、要寧 類にす o

・文書変更峯の作成のガイド 作域
必 によジ， 保 活助 容 見直 する

・文書スリム化提言 スリム ヒ 二取込 各 で に活助 展 畑時提案

H19年9月末　現在



現在の状況 対策の検1正方濫と検証結果 自己膵価（終了時に肥取） 備考（懸案事項他）

（検証方法〕

8月中旬に細則，二次文書案を作成終了し，試行・検証

v圃を策定・決定し，試行・検証段階に移行。
　文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，か

ﾂその文書によって業務がスムーズ実施できることを

9月末時点での状況 レビュー，検証，妥当性確認の3段階に分1ナて確認する。
・　試行検証作業（文書レビュー、検証）終了

@試行検証作業（妥当性確認｝実施中
rレビュー」

@・方向性の関係者間における理解・合意

「検証」

・JEAC4111への適合，JE《G41213ha“事項の適切な取

込みおよび明確化した課阻の改善

・一泄ｶ書，二次文書のインターフェース・整合

「妥当性確認（シミュレーション）』

・現場の運営が本文書とおりに廻ること

・　現場にとって分かりやすく使い易いこと

（検証結果）

ω
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実施箇所 　　電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理褒 （A　P1 （2）（3）5章QMS文書の変更，文書・活動のスリム化） H19年9月末　現在
QMS高度化計回として，J　EAC4111への適合性を確実にするとともに有効性を高める 1．マネジメントレビューのシステム楕無

目　的 ため，J　EAC4111の5章関係のQMS文書を再構築する． 実施内容 ①システムの構想整理
@現行システムの調査，問題点の登理を夷施し，他社のシステムを調査する。

②マネジメントレビュー夏期の整備
・マネジメントレビューの効果性を高めるための手順の確立 効果性を高める活動ができるよう要領の整備を行う。

要求事項 インプット棺報の整理，アウトプットのフ≠ロー，適切な実施時期等，共通ルールの策定 2．責任及び権限の整理

・保安規定での指摘事項への対応 ①考査部門と実施部門②調達部門と実施部門

①QMS文書の鹿夏の際の計回，レビューの運営が十分でない。

A内部コミュニケーションが原子力品質保証委員会のみである。等

3．内部コミュニケーション
@　①現行会罎体の位置付け　②qM　S推進者食膳（仮称）の設置

QMS関係者意見への対応
①OMSにおける各課の役割が明確にされていない。

②組織間の情報共有が十分でない。　等

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽口　計画，▼ 実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マネジメントレビューのシステム構築

@システムの構想整理

A要則の整備

5！22

･
▼6！9▼6／28

･6／4▼6／13 ▼7／12
▼8’9 ▼912

鯛査，構想一 憂則の整備

▼8／8

検』討∵

責任及び施限

@①考査部門と実施部［

@　・マネジメントレビュー

@②胴遮部門と実施部門

@　・調達先評価・選定

▼6
　▼7112▼7∫4
T▼7／10▼7ノ

検一封

▼7／5
尾男1昏8，3。 　▼9’2

n▼9汀
内部コミュニケーション

@①現行金犠体の位置付1ナ

AQMS推進会議体設置
検　討

細則案 ▼7’5▼27 ▼8’8　▼8　8

検一吋　｛乍』成 四蛙一

試行・検証・変更 ▼8ノ

試行・榔 ・変更

1－

H18年度
・H19．5．22

・　H19．5．29

・H19．6．4

　H19．6．9

　H19．6．13

・　H19．6．28

　H19．7．12

　H19．B．了

・H19．8．9

　H19．8．27

　H19．9．7

マネジメントレビューのシステム構箪

2．

県H19．6．B

・　H19．6．25

・H19．了．10

噛H19．了．12

・H19．了．20

　H19．7．24

・H19．8．7

　H19．8．B

3．

　H19．5．Z2

　H19．了．5

　H19．B．7

　H19．B．10

四国（11／26），九州（11／24）調査

方向性についてGr会議
東北電力の仕組み聞き取り

更別。次葉擾示

発電所，考査，本部でコア部分検討

夏則1次案提示

要則2次案提示

葺則3次案提示

発電所と打合せ

要則4次案提示

要用5次案提示
裏則6次案提示〔レビュー）

H19．9．20一要則7次案提示〔妥当性確認）

　責任及び権限

素案提示

リーダー会に案提示

発電所と調整

資材と調整

資材と調整

資材と訓豊

艶電所と打合ぜ

細則案に反映

　内部コミュニケーション
　　　　　　方向性について確認

　　　　　　発電所と打合せ

　　　　　　発電所と打合せ

　　　　　　夏期。次茶提示
・H19．8．30，31　発電所と書丁合せ

　H19．9．7　異則2次案提示（レビュー）

・H19．9．21要則3次案提示｛妥当性確認）

4．細則案
　H19．5月～6月　原案作成
　H19．6．25　リーダー会に案提示

・H19．了．5発電所と打合せ

・H19．了．27　リーダー会にて鯛整

・H19．B．8修正版4章IJ一ダーへ提示



H19．8．28発電所レビュー

ひ
　r

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

・決定した文書体系および作成した文書作成ガイドライ 文書が，当初の目的とおり有効に無定されており，か

ンに基づき，各文書の作成作業を実施。 つその文書によって業務がスムーズ実施で青ることを

・細則茶，マネジメントレビュー要則および内部コミュ レビュー，検証，妥当性碗毘の3段階に分けて確認する．

ニケーション夏期概要を策定（8月23日チーム提出， 「レビュー」

8月27日検討会了承） ・方向性の関係者間における理解・合意

・試行・検証案計回を策定（8月23日チーム拠出，B月 「検証」

四日検討会了承1 ・JEAC4111への適合，JEAG4121εhall事項の適切な取

・試行・検証（レビュー）の附始〔B月2巳日～） 込みおよび明確化した課朋の改善

・一泄ｶ書，二次文書のインウーフェース・整合

「聾当性確認（シミュレーション）」

・現場の運営が本文書とおりに廻ること

・現場にとって分かりやすく使い易いこと

（検証結果）
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実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　アクションプラン進捗管理表 （AP1 （2）（3）6章QMS文書の変更，文書・活動のスりム化） H19年9月末現在アクンヨンフフン蓮修習埋祇　　いrlしZノし。／o早UMo大貫w民具→人質　’口剛”　　山’

目　的

J　EAC4111への連合性を確実にするとともに有効性を高めるため，J　EA　C4111の6章QMS文書を再構策する。

k「教育訓練要額」の関係組織における共通文書化を行う。〕

1．各組鞭の現状の教育訓練フロー踊査およびJEAC4111への

@　適合性検討

Q．教育訓練に関する共通要領の作成

@　　　（力量の基準・認定・付与方法の検討）

R．各組繊固有の「教育・割II練要領（手順）書」の作成
要求事項

QMS再レビュー（J　EAG4121）の改善策の反映
ﾛ安検査での違反事項判定衰，監視事項処理表など指拙事項への対応

@各組繊が横断的・連携して取り組む事項，各組織の活動状況を組織全体の視点から分析すべき事項に係る仕組み一手順がない。

実施内容

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽□　計画、▼　　実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度） 平成20年度

4月　　5月　　　6月　　7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1，組織の現状の教育訓練フロー調査お

謔ﾑJEAC4111への適合性検肘

▼5’16準備会

餌壷一・検肘

2．関係組織共通の「教育訓練要領』の

@作成

i1）骨子の検討・鯛整
@　　関係組織の実施業務の明確化

討調整

▼5／24第1回検討会実施

▼7130第5回検討会

　　小4A晶］買UJ■口㌃ゴ、　脈圧昌　’円1面

@　　原子力部門および業務支援部門（土木）の教育・訓

@　　練フローの確認

@　　今後の作業スケジュール検討・確認

k2）H19．5．241第1回検附会実施

@　　考査部門の教育・訓纏フローおよび関係組織の業務

@　　フロー〔訓達における原子力部門との関り）の確認

@　「共通教育・訓練要領j作成のための課題の検討

i3）H19．6．6二篤2回検討会実施

@　　「共通教育・訓練要租」の骨子策について検討

i4）H19．6．27＝第3回検討会実施

@　・「カi及び教育・訓練要則」0次案作成・検討

k5）H19．了．19：第4回検討会実施

@　「力量及び教育・訓練要則」一次案及び「細則」O次

@　楽作成・検討
k6〕H19．7．30：第5回検菖寸会実施

@　「力量及び教育・訓練要則」二次案及び「細則」

@　一次藁作成・検討

ﾌH19．8ユ41繁6回検討余寒施

i8）H19．91細則，要則を発電所及び本部の管理職に説明

（2）共通「教育割線要領』の作成 6／27篤3回検討会▼
1
　
1
7
／
1
9
第
4

侮『成一　　　　　　試　　匡　用 修　正 本　格 運　用

同棲討会▲　　　　　▲四24第6回怜討今

3．各組織固有の「教育・訓練手順書』

@の作成 検討 試　運　　修正　　　　　　　本　格　運　用

4．品質保証細則（6章関係分〕作成 7’工9第4回楡村会▼　　▼7／Rn晴月回袷尉令

@　　　案作成　一検討・調藍

▲8／24第6回輪附会

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

・原子力部［，業務支援部門（土木・建築），考査部門の

ｻ状の教育訓嫌フロー調査およびJE《C4111への適合

ｫ検討実施済み
E関係組織の実施業務の明確化および必要力量の検討中。

E「力量及び教育・訓練要則』（最終案〕を第6回検討会

ﾅ作成し．試行検証中．

@「品質保証細則（6章関係分）」の二次案を作成し．細

@則全体との記載について確認中。

　　（検証方法）

i1）新規に作成した「教育・訓練夏期」に則し，本部及

@び発電所において，個別の手順書を作成し，その手

@願書により適切な力量設定ができることを確認す

@　る。

〔1）H19．5．16：準備会を闘催し検討会を設置

　　・本校附会の目的，課租の確認



実施箇所 　　電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表 （AP1　〔2）　（3） フ章QMS文書の表更、 文書， 活動のスリム化） 19年9月末　現在

、コ

OMS高　化計回として，J　EAC411可への一合　を　　に　るとと　に有　　　　めるため、JEAC411 7章関係の以下の文書を左記の要求事項を取り込んで再構籍する．

目　的
1の7章関係のQMS文書を再構箪する。 1．規程・細則〔保安規定の検討含む）

2．設計・開先管理要則

理　術評価WGの意見　　国大で検討中の　鯛違管理」の改　　　を取り込む〔J　EAG4121－200 実施内容 3．闘遮管理要則

要求事項
　5の鯛遮管理に関する追加および櫨正した「2007年追補版』が発行予定〔本年9月｝）」への対応。・J　EAG4121再レビュー〔当社のQMSに不足している事項）の反映

4．外部コミュニけヨン要則

・保安検査での遭反事項判定表，監視事項処理表など指摘事項への対応

①各組織が横断的・連携して取り組む事瓜手順不明確等

具体的な行動計画
　　一凡　例一
▽□　計画、▼ 実績

平成19年度 平成20年度
実施項目

4月 5月 6月 了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

　▼

･5ノ

25

n

▼7！11

･7／1

7章関係の文書再構築

P．規程・細則（保安規定の撞討含む）

Q．設計・開兜管理要則

R．胴述管理要則
S．外部コミュニケー泊ン要則

文書変更楽作成一

7侶4－25

W／29．30

@　▼

　　9／18
@　　　9／21

@　　▼▼一

詩s・検証

101

@▽報

x正

変更手纏

本格運用・改正

〔D5／21：設計，調達関係打合せ（7章作業G　r飯屋）

　設計，鯛連関係の文書体系，課題等の確認後，共通要領

　策定闇始

（2）5／25：外部コミiニケーション本丁合せ

・外部コミュニケーションの文書体系，課題等の確認

〔3）刀⑩：訓達関係打合せ

　「“違管理更別」「胴遡先評価要則」1次楽について検討

・供給者の評価・選定について確認

（4）7／11：設計関係打合せ

　「設計・開発管理要則」2次案について検討

〔5）了／24，25：外部コミュニケーション関係打合せ

・外部との情報の整理を行い，「外部コミュニケーション要

　則」策定

〔6）8／23：鰭11回QM　Sチーム会議に異則（試行・検証案）

　の紙要を説明

（7）以下の時期にQMSチーム等へ報告

　H19．10：試行・検証実績の報告

　日田．11：各組械へ3次文書の変更依頼

　H19．12：2次文書，3次文書の改正状況

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己解価 備考〔懸案事項他）

1．「細則」，「設計・開発管理要則」，「調達管理要用」 （検証方法〕

および「外部コ亀ニケー泊ン要則」の策定を行い試行・
業務が今回策定する要員IL要領に従って，過不足なく実施できるかどうかについて、シュミレーションを行い確認する。

検旺を実施している。

@各要則への要求事項の反映状況は以下のとお

確認のポイント
EJ臥Cの要求事項の充足　・各組織，各課における統一性　・業務の適合性（二重帳簿の解消）　・業務の効率性

リである。
　・2次文書と3次文書のインターフェース
i検証結果）

〔1）般計・闇兜管理要則：JEAG4121冨レビ

@ュー〔当社のQMSに不足している事項）の反映

@他
i2）胴達管理要則：調達管理に関する追加および補

@正した「2007年追補版』への対応他．
i3）外部コミュニケーション要則＝保安検査での指摘事項へ

@の対応他

〔1）レビュー
@日．8／29，90発電所・建皿所の各課長および関係者に「細則〔7章）」，「設計・開発管理要則」一「訓達管理要則」および
@　r外部コミュニケーション畏則」の説明を行い，rシステム構築の方向性が理解され，合意形成されていること」のレビューを行

@　つた．
@b．9／田電源（原子力，原子力達眼，燃料），事業支援部門，■祁ギア事業都門（資材）のマネージャーおよび関係者に「細
@　則〔7章）』，「設計・開発管理要則」　「調達管理畏則」および「外部コミュニケーション要則」の説明を行い一「システム構築の

@　方向性が理解され，合意形成されていること」のレビューを行った。
i2〕妥当性確認
@　rGMS文書の試行・検証〔妥当性確認〕計画書」を作成し，9／21－10／　の期間において、r設計・開発管理要則L
@「調達管理要則』および「外部コミュニケー沁ン墨刑1の畏当性確認〔現場の運営が本文書どおりに廻ることの確認）を実施し

@た．



実施箇所 電源事業本部（原子力）
（AP1 （2）（3）　8章QMS文書の変更，文書，活動のスリム化） 平成19年9月末　現在

J EAC4U1への適合性を確実にするとともに有効性を高めるため， J　E　A　C411 1の8章GMS文書を再構築する。 8車関係の以下の文書を唇構築する。

P．規程・細則｛保安規定の検討含む）
目　的

2．不適合管理

要求事項

・QMS再レビュー（JEAG41
E保安検査での違反事項判定表，

2 1　　　）の改善簸の反映

ﾄ視事項処理表など指摘事項への対応
①各組織が横断的・連携して取り組む事項，各組織の活動状況を組織全体の視点から分析すべき事項に係る仕組み，手順がない。

A改善の搬会（内部監査，マネジメントレビュー，JEAG4121－2005の発行等）が効果的に活用されていないため』雌全体の仕組み． プロセスに関する本質

実施内容 3．予防処置

S．評価・改善

T．試験・検査

U．内部監査

V．原子炉施設の定期的な評価
　的な改善が進んでいない．

B組織の階層毎に不適合管理の判断基準を定めることを許容する仕組みのため、 組織が一体となって取り組むべき継続的改善に結びつく■要な活動の一つ

である是正処置が適切に実施される状況になっていない．

④不適合管理を実施すべき事象の管理が行なわれていない。 等

具体的な行動計画
▽□

一凡
F

　　例一
v画，▼ 実績

実施項目 平成旧 年度 平成20年度 以下の時期にQMSチーム等へ報告

4月 5月 5月 了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

8章関係の文書再構簗
H19．5．18：

g19．B．17：

ブロセスと課姐装理表

nMS文書案の取りまとめ状況経営層レビュー
1．蜆租・ 細則〔保安規定の検討含む）

▼8
23

H19．8．23： QMS文書案をQMS検討チームヘ轍告
2．不適合管理

▼8ノ
7 H19．8．27： QMS文書案をQMS検討委員会へ組告

3．予防処置
試行・検証 H19．9．4，5，6 ： QMS文書楽の兜電所・建設所レビュー

4．評価・改普 一19．9．181 OMS文書案の本社レビュー
5．試験・検査 倍正 H19．9．19： 試行・ 検証計回の発電所・建設所説明
6．内部監査 H19．9．26＝ 試行・ 検旺計回の本社脱明
7． 原子炉施股の定期的な評価

▽

H19．10＝試行 ■ 検証結果および教育計圃

田9．11：各組織へ3次文書の喪更を依頼

鹿更手続 H19，12：2次文書， 3次文書の改正状況

本格運用 ・改正

現在の状況 対策の検鉦方法と検証結果 自己評価 備脅〔懸案事項他）

B章関係の文書寮については， 斌行・検証をぼ1ま終了。 （検証方法）

社内レビュー，　　　　　　検証結果，シミュレーショ

e要則を見直す予定である。

ン結果を踏まえて，
（検証方法｝

鱒ｫ確認の3

文書が，

の文書によって業務がスムーズに実施できることをレビュー、

@　　　　段階に分けて確認する。

当初の目的とおり有効に策定されており，

検証，

かつそ

@　妥

「レビュー」

■ 方向性の関係者聞にお1ナる理解 ・合意

「検証」

‘ JEムC4“1 への連合， JEAG4121shaI　I 事項の適切な取込みおよび明確化

した課題の改昔

■ 一次文書， 二次文書のインターフェース ・整合

r妥当性確認 〔シミュレーション）」

■ 現場の還當が本文書とおりに廻ること

■ 現場にとって分かりやすく使い易いこと

〔検旺結果）



実施箇所 島根原子力発電所
　　アクションプラン進捗管理表 （保安管理業務AP1（2）QMS文書の変更、AP1〔3）文書、活動のスりム化）

H19年9月末現在

JAEC4111の要求事項に適合させるとともに
（1）一①現行の保安管理業務要領とJEAC4111の要求事項との整合をレビューした結果を反映し、保安管理業務要領書を

目　的 現場が使いやすいシンブルで有効なOMSとする． 改正する，

実施内容
〔11一②業務の要求事項を明確化する。〔要求事項の細部1よ3次文書で明確化する。）

（1）JEAG4121の記載事項と整合さぜる。（保史検査） （2）管理活動の見直しを通じた保安管理活動全体の改善

（2）2，3次文書と品質マニュアルの整合を取る、（現場の意見） （3）図・表、業務フロー図等を用いたわかり易い文書を作成（スリム化〕

要求事項 （3）QMSスリム化の実施（現場の意見他）

一一・

X

具体的な行動計回 　　一凡　例一
▽口　計画，▽口＝実績

スケジュール 〔平成1 9年度） 平成20年度

実施項目
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1． JEAG4111との整合をレビュー H18／12 H19／2　J ・AG41」 1発行に ］うレビ 一実施

2． ベンチマーキング調査 3／13他 力調査

3． 文書体系の検討
4／9 保安管 業務関 要領に決

4． r保安管理業務関係要領」
4／9一 定

作成計回書策定

4／し0 文 作成
5． 保安管理業務閥係要領6文書作成

運転管理
R料管理

要領間 エック修

放射線管理 □ 上位文 とのチェ ック修正
放射性廃棄物管理
ﾛ守管理

仮 承認（試 テ・検証 ）

緊急時の措置

醐 ・検証

正・教

保安規 変更

・4〆2第7回QMS検討チームにて審議
　〔保安管理業務関係要領6文書化の方針〔楽）決定）

・4／5文書作成作業会キックオフ会議闇値

・4／9第6回QMS櫨討委員会にて審議
　〔保安管理業務関係要領6文書化の方針決定1

・4／9　「保安管理業務関係要額」作成計画書決定

・4／10文書作成作乗用始

　　6文書作成合同作業会開催：　1B回
・6／21リーダー会議開催〔文書作成作業方法の変更｝

・8／206文書（試行・検証用）完成

・B／21リーダー会議開催〔検証方法打合せ｝

現在の状況 対策の検証法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 傭青〔懸案事項他）

・保安管理業務関係要領6文書作成中。

@・8／206文書（試行・検証用）完成

@・試行・検証中

〔検証方法〕

E今までに抽出された課題への対応確認（チェックリスト〕

E具体的な保安業務事例シミュレーションによる妥当性確認

k検証結果）



実施箇所　島根原子力発電所
保全プログラムのレビュー） H19年9月末現在

～
O

アクンヨンプフン進捗管理表　（A　P2〔1） 保盆フロワフムのレ【ニユ ノ

目　的

平成18年度に尭生したCS　Tの腐食事象等の保守に閲するトラブル・および平成20年度か

逑ｱ入される新検査制度を踏まえ，適切な保全計画に見直す。

1．従来保全計回策定プロセスの問題点分析、改善案策定

Q．保全の対象範囲の策定
R．点検計回（要求事項の明確化、点検内容のチェック｝

S．特別な保全計画〔要求事項，点検方法のチェック）

要求事項

（1〕JEAC4209－200X

k2）」臥C4川

実施内容

具体的な行動計画
　　一凡　例一
▽口　計画，▽□：実績

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 丁月　　8月 9月 10月 11月 ⑫月 1月 2月 3月 上期 下期

1．従来保全計画策定プロセスの問題

@　点分析，改善案策定

保守管理要領見直 作業の中 問題点

@敗着

折を実施

�
保守管 ！婆唄簿・ 〕反映

2，保全の対象範囲の策定 県会対 範臥s ETDで憬 対象範囲 酎終了， 系統撒俺理数〔s肥．ロ〕作劇

ライン　携の中で r検査対応

一　　A　　昌　　■　　辱　　一　　一

�K要な一

一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一

ｿを蛛備

一　　一　　一　　一　　一　　■　　■ －　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　「 甲　一　一　一　一　－　■　－

3．点検計回（要求事項の明確化、点検

@内容のチェック）
，轍棚晒 内容を

@一　　一　　畠　　■

直し

と勤y～一 1エ鵬翼 城壁墜’ 盆魅Lを 鋪、一．＿．
一　　昌　　，　　－　　一　　一　　－

@　　甲
』　－　一　一　－　－　●　，　　　　一　一　一　■　一　・　■ 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　－ 一　　一　　一　　一　　一　　一　　－ －　r　一　一　一　一　－　］ ■　　卜　　一　　一　　一　　一　　一 －　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一

4．特別な保全計画

@　　〔要求事項，点検方法のチェック〕
長期’ 管実績を 己に内容を　肘 保守管 塁要領等1 反映

1　算2WG（保守管理要領の見直し）の中で活動（2回

　／週）。問題点の抽出を終了し，改善策を策定中．

2　新検査制度対応業務の中で，保全対象範囲（SHEEn）作成、

　保全対象範囲について系統毎の範囲と機能を明確にし．

　■異な系統を選定する．（SHEET2〕

3　2号機第14同定検で点検計回・計画表のチェックを終

了。新検査制度の保全の検討の中で必要な資料整備実施

4　新検査制度対応業務の中で手順書〔案γを策定中

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載〕 備考〔懸案事項他）

1．問題点の抽出を完了（6月末＝計画どおり） （検証方法）

改善策を策定中（80％終了） 1．保海部門内にお1ナる確認

2．SHEET1作成完了（4月末；計回どおり〕 2．新検査制度対応の中で検証〔国による審査篭）

（保全対象範囲の策定作業は終了） 3．なし（チェック作業終了）

SHEET2作成中（進捗串：20％） 4．保修部門内における妥当性碑四

3．点検計回・計回衰のチェック終了 （検証結果）

〔ライン管理の中で実施〕

4．長期保管実績の収集作業終了

手順書〔案）を策定中（進捗串：20％）
辱



実施箇所 島根原子力発電所
　　　　　　　　　　　アクションプラン進捗管理表 （A　P2 （2）　設計・開発の改善） H19年9月末　現在

アクソヨンフフン進捗嘗理数　　LAドZ曳Zノ 眼一丁 既1死u’q民青ノ

目　的

　ECCSストレーナに関する保安検査指摘事項を踏まえ，設計・開発が適切に実施できるよ

､にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1．現状の設計・開発の間間点拍出

Q．改善策の策定

R．QMS文書への反映

喪家事項

（1〕設計・開発についての責任分担を明確化する。 実施内容

具体的な行動計画
　　一凡　例一
▽口　計画▽□　実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度1 平成20年度

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．現状の設計・開発の開削点抽出 保守 理要領見 乱し作業 中で問脚1 ．分析を実

2．改善策の策定

3．OMS文書への反映

・策2WG〔保守管理要領の見直し）の中で活動〔2回／
遇）

・改善策を策定中

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

1．問題点の抽出を完了（7月末二目揖どおり）

Q．設計・開発要則の検証作業実施済み（コメント中）

@　要則および3次文書の策を策定中（進捗串110％）

　　〔検証方法）

@OMS高度化の検証また1よ保安運営委員会等で妥当

ｫ確認

@　（検証結果〕



実施箇所 島根原子力発電所
　　　　　　　　　　アクションプラン進捗管理表 （A　P2 （3）　保守管理要員の教育訓練） H19年9月末　現在

卜，

アクソヨンフフン進捗嘗埋扱　　丸AドZロノ 1木「『日建貫属）’鰍門即1聯ノ

目　的

　保守管理に求ゆられる教育訓練項目についての問題点・要望事項の抽出し1教育訓練の改善

ﾉ審与する。

1．保守管理に関連する教育訓練の問題点・要望事項の抽出

要求事項

（1〕保守管理に必要な教育。力量の明確化 実施内容

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽□　計画，▽口：実績

実施項目 スケジュール 〔平成1 9年度） 平成20年度

4月 5月 6月 7月 8月　　9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．傍守管理に関連する教育訓練の問題 保守管 要領見 し作業のL 1で問題点 ｝析を実施

点・要望事項の抽出
催員へ 青・訓蜘 ついての， ，見舞葉

▽ P6ヘア　トプット

換約

　第2WG（保守管理要領の見直L）の中で活動（2回／
遡）

・教育・訓練内容の分析結果確認中

　8月に保権貴1こ教育・訓練についての意見募集

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記蜘 備考（懸案事項他）

・現状の教育・訓練の分析中（進捗率：90％〕

E教育・訓練1二ついて保修員に意見募集

E全体集約中

（検証方法）

ﾈし

i検証結果）



実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　　　　　　　　　アクションプラン進捗管理表 （AP2（4）確実な予防保全の実施） H19年9月末　現在

島根1，2号機に必要な予防保全計回を摘出して，向こう5年以内に対策が完了できるような O予防保全5ヵ年計回を策定する。

目　的 予防保全計回を策定した上で長計へ反映し，確実な予防保全を実施する．
1．　未点検機器等の洗い出し

1．運転開始後30年を超えたブラントであることを意織し．自社データを踏まえた新しい 実施内容

ルール作りに取り組んでいく必要がある。〔高経年化を念頭に置いた保全プログラムを構箪 2．　予防保全対策内容の検討

していく必要がある）〔根本原因分析）

要求事項 2．以下のような予防保全が不十分との声が挙がっている。（現場の声｝ 3．　予防保全5ヵ年計回の策定

・定事槙の実施が最優先で，不適合（是正〕処置や予防処置が実施されといない。

「壊れたら直す」といもやり方でいいのかと疑問に思う． 4．予算措置の実施

茄

「
’

▽口＝計画，▼　　実績

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月　　5月　　　5月　　了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．朱点横桟盤等の洗い出し

棘検機鵬の齢出し

2．予防保全対策内容の検討

予防保全対 内容の 酎

3．予防保全5ヵ年計圃の策定

予防保全一5カ年計回の策定

4、予算措置の宰施

棚賂の鯉性・規模鰍討

　
□
1
年
長
計

一部 20年中言 反映 反映

・7月末，メーカから，予防保全対象機器の抽出および予

防保全計回を取り纏め，提出．

　当社で点検実績および他ブラント不具合事例を踏まえ、

予防保全対策内容検討中．

・修繕費等の予算確保のための検討を実施中ゲ

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価｛終了時に記載） 備考（懸案事項他γ

7月末，メーカから，予防保全対象機舘の抽出および （検証方法）

予防保全計画を取り纏め，提出．

E当社で点検実績および他プラント不具合事例を踏まえ、

・確実な予防保全計圃を作成して脾価を行なうととも

ﾉ保安委員会，QMS検討委員会に報告する。

予防保全対策内容を検討中．

・修繕費等の予算確保のために，必要性，蜆模等について 〔検証結果）

検討中， 甲

・移繕貴に特殊分を設定し、ベース分と分離して確実に

破保できるように関係部［と訓壷中。



実施箇所 電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表（AP3〔1） 不適合管理， 是正処置， 予防処置のシステム検討） 平成19年9月末　現在

不適合の是正処置，予防処置を機能的かつ有効に実施するためのシステムを構築する。 1．　　効果的なシステム検討

目　的
不適合管理に係る効果的なシステム（グレード別の管理方法，検討会織のあり

方等）の検討，構藁を行う。

・QMS関係者意見への対応 実施内容 2．　　グレード分けの検討

要求事項 不適合に閲する管理の程度〔臓別の方法の租慶．不適合処置方法の程度，不適合記鯨の程度等）が明確で 機盤の重要度に応じたグレード分けの見直し，改善を行う。

ない。不適合に重要度がな（，全て発電所長の承認となり負担である、 3．　　データ分析活用方法の検討

・保安検査での指摘事項への対応
不具合等に係るデータ分析、活用方法の仕組み，ルールを検射し，要則を整儒

①組織の階層毎に不適合管理の判断基準を定めることを許容する仕組みのため，組織が一体となって取り する。

組むべき継統的改善に結びつく■要な活動の一つである是正処置が適切に実施される状況になってい 4．　罫韻書改正

ない． 構築したシステムを試行・検証し，要領書を改正する．

②マネジメントレピューヘのインプット情報がQMS全体の改善に寄与する運営となるよう「データ分

析」プロセスを構築する必要がある．

・設備点検29事案の要因分析結果（不通合管理ルールが明確でない等「不適切管理の不偏」）への対応

h

具体的な行動計圃 　　一凡　例一
▽□　計画，▼　　実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度） 平成20年度

4月 5月　　　6月 了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．効果的なシステム検討

k暫定運用の評価を含む）

▽

検討

2．グレード分けの検討

検討

▼8

･

23

^2T

3．データ分析活用方法の検討 ▼8

検討 ▼

23

Q了

4．要領書改正

試行・検証・ 更

本格運用

以下の時期にGMSチーム等へ報告

川9．8．23：細則，

H19．B．27：細員II，

二次要則をQMS検討チームへ報告

二次要則をQMS検討委員会へ報告

H19．1212次文書，3次文書の改正状況

現在の状況 対策の検証方法と検討結果 自己評価 備考（懸案事項他｝

不適合管理検討会及び是正処置WGを暫定運用中 （検証方法）

不適合管理・予防処置 AP1〔21，（3）と同じ

試行・検証をぼぼ終了．今後，試行・検証で得られた

データを分析し，グレード分けの考え方が妥当かつ有 〔検証結果）

効であることを確認する予定。



実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　　アクションプラン進捗管理表 （AP3 （2）　根本原因分析の的確な実施） 平成19年9月末　現在

｛「 P

目　的

分析手法を晋黙するとともに，確実な是正処置，予防処置に資

ｷるため根本原因分析活動を行う．

1．　新たな分析手法の副査
@　　現在，採用している手法以外のR　CA手法について，他社その他異薬種の胴査を実施する。

2．　　根本原因分析要領書の塾側

・実用炉規則が改正（8／9告示）されたことに伴い，平成19 実施内容 分析手法，対象事象スクリーニング基準等のRCA運用に係る要額書整備を行う。

要求事項 年11月末〔保安規定変更申請）までに根本原因分析の方法及び

ﾀ施体制を明確にする必要がある。

3．　根本原因分析活動
@　　年間2件以上の分析活動を行い，その分析結果をもとに．必要に応じてQMSの見直しを行う・

・安全管理技術評価WG意見への対応として、分析をより有効

ﾆするため新たな手法に取り組む必要がある。

4．　情報収集
@　　中央大会議，R　C　A研修会へ，加し，R　O　A手法や国の要求事項の情報を収集する．

・設備点検29事案の要因分析結果（不適合管理ルールが明確で

ない等「不適切管理の不備」〕への対応

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽ロ　計画，▼ 実績

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月　5月 5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．新たな分析手法の餌壷
手法副査試行 ▼6 一

▼5／ 8■中研

4QM　S

rュー

根本原因分析手法・手順の確立一

2．根本原因分析要領書の整備
根本原因分析葺領書の 整備

▼ 2了

試行・検証

3．根本原因分析活動 ▼5 BqM 一ム ▼9
19 申請

例分析 （2事例

保安

N程度）

4．情報収集
JNE5原子力安全文化検討会． 気協会　本原因　析WG， R　C　A 智会な に参加

　　5／31電　研意見　換金

･5　22，23　習会
@　　　　　　▼7／11講習会

　　講習会

､　　　▽　　　　▽

以下の時期にOMSチーム等へ報告

H19．4．2＝RCA年間活動計画

H19．5．1B＝2件（島根1号機高圧注水ポンプ駆動用タービン

　　　　からの漏洩，島根1号機給水加魅器使用前検査不

　　　　適合）のROA活動計画

H19．6．14：規査・試イ〒奉春景

H19．8．231分析手法，手順を鰍S検討チームへ鞭告

H19．8．27＝分析手法，手順をO聡検討委員会へ報告

H19．9．19：2件の分析結果を発電所へ説明

H19．11＝根本原因分析要領書の試行結果

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考〔慰楽事項他）

2件の事例分析を終了．需兜防止対策を検討中。 〔検証方法）

翻査及び情報収集を継続実施中
AP1（2），（のと同じ．

H19．2．22＝電中研手法を胴査

H19．3．15～16　1RCA研修会に4名派遣し，各種手法を調査
〔検証結果）

H19．5．22～23　：RCA研修会に4名派遣し，上記手法の事例研修に参加

H19．5．31＝電中研主催の情報交換会に3名派遣

H19．了．11　RCA研修会に5名派遣し，デービスベッセ事例の分析研修に参加

これまでの胴査結果及び中央大会罎の情報を踏まえ，根本原因分析手順書を検討中



実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　アクションプラン進捗管理表 （AP4（1）マネジメントレビューのシステム構築（2）効果的なマネジメントレビューの実施・ （3）品質方針の改正）

H19年9月末　現在

目　的
　ッ　マ・γ　ン　　　の　　　　　　　　に　　で　　　マ　ソメン　レ　ユーのンステ
�¥築する。

要求事項

・QMS　レ　ユー　　　　　の　　　の
E保安検査での指摘事項への対応
@インプット精細の整理
E　アウトプットが業務に業務に反映できる仕組みが十分でない．　資源の必要性を明らかにして提供する仕組みがない。　開催時期が実施部［と監査部［とでずれが生じている．　笠・設備点検29事案の要因分析からr工程優先等経済性1視の考λ方』rコンプライアンス意搬j　r法令・保安規定等に対する判断・遵守の考え方』等に問題がことの対応．

実施内容

〔1）マネジメントレ　ユーのシステムの
@　①システムの構想整理
@　　現行システムの調査，問題点の整理を実施し，他社のシステムを胡壷する・

@　②マネジメントレビュー要則（共通文書）を策定する。
@　　効果性を高める活動ができるよう要田の整備を行う。
@　　　・インプット項目の蔓理，アウトプットのフォローの仕組み．適切な開催時期設定　等

@　③関係箇所との調整
@　　適宜関係箇所と調整を行う。

@　④脛価
@　　秋以降に実施予定のマネジメントレビューに今回，作成の要領を仮適用し．関係箇所からの意見

@　　　を聴取し検証を行う。
i2）効果的なマネジメントレビューの実施
i3）品質方針の改正，品質目標の般定

4、

具体的な行動計回
　　一丸　例一
▽□　計画，▼　　実績

実施項目 スケジュール（平成19年度〕 平成20年度

4月 5月 6月 了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

（1）マネジメントレビューのシステム

@の構築
@①システムの構想整理

他 聞査▼

5

ノ29

Q2

構想の整理

②要則の整備 　▼619

･6’4▼

6／28

P3▼7ノ
　▼82▼8〃

▼917

@▼9
o

要則の整備

③関係箇所との調整

電話・メールで随時鳴蓬

④検証
9／20

試行・横言 ・変更

（2）効果的なマネジメントレビューの

@　実施
i3〕品質方針の改正

@　品質目揺の設定

4／1

S／2

S拐

▼6／8 施

（1）マネジメントレビューのシステムの構築

H18年度
　H19．5．22

・　H19．5．29

　H19．6．4

　H19．6．9

・　H19．6．13

　H19．6．28

　H19．7．12

・　H19．8．　7

・H19．8．9

・H19．B．27

唖　H19．9．　了

四国（11／26〕，九州111／24）調査

方向性についてG　r会織

東北電力の仕組み聞き取り

要則。次葉提示

発電所，考査，本部でコア部分検討

要則1次案提示

要則2次案提示
夏則3次案提示

発電所と打合せ

更別4次案拠示

喪則5次茶提示
要則6次案提示〔レビュー）

H19．9．20～要則了次葉提示（妥当性確認）

〔2）効果的なマネジメントレビューの実施

HIO．4．1　マネジメントレビューの表更

　　　　　　経営会識⇒社長報告へ表更

・Htg．6．B　マネジメントレビュー実施

〔3）品質方針の改正

　H19．4．2品質方針の改正，品質目標の腹定

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己解価（終了時に記載） 備考（懸案事項他｝

・決定した文書体系および作成した文書作成ガイドラ 文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，か

インに基づき，各文書の作成作業を実施． つその文書によって寮務がスムーズ実施できることを

・細則案，マネジメントレビュー葺則概要を策定〔8月 レビュー，検証，妥当性確認の3段階に分けて確認する．

23日チーム提出，8月2丁目検附会了承） rレビュー」

・賦行・検証案計回を策定（8月23日チーム提出、巳 ・方向性の関係者間における理解・合意

月四日検討会了承） 「検証」

試行・検証〔レビュー）の開始（8月28日一） ・JEAC4111への適合，JEAG4121sholi事項の適切な取

込みおよび明確化した課題の改善



・一泄ｶ書、二次文書のインターフェース・蜂合

r妥当性確認（シミュレーション）」

・現場の還嘗が本文書とおりに廻ること

。現場にとって分かりやす（使い易いこと

（検証結果）



り

実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　　アクションプラン進捗管理表（AP4（4） 内部監査のあり方） 平成19年9月末現在

■ワソヨンノフンヨ匡修習理扱いr井　～井’　四脚皿－V’のワ刀ノ
目　的 保安検査での指摘事項を踏まえ，OMSの改善に資するため，内部監査体制の充実，自己評価を導入する。

要求事項

①保安検査における指摘事項への対応
@　評価できる取り一組みが実施されてきたにも係わらず，QMS全体の仕組みとプロセスに関する本質的な改善に結びついていない・

@　独立監査部門の内部監査については，実施部門から独立した監査部門として，実施部門では果たせない視点での監査の取り組みを行なう必要が

@　ある．
@・　実施部門における内部監査は「プロセスの監視」と位置付けられているが．現実は、改善に結びつ（ような指摘事項がない。

A考査部門からの提言
@　適合性確認だけでなく有効性・効串の改善につながる内部監査とする必要がある。

@　　OMS活動を推進できる人材を育成する必要がある。

実施内容

1．　内部監査体制の充実

@　　実施部門と監査部［が双方に分担して

@　　監査を行う仕組みを構築する．

Q．　自己評価の導入

@　　米国原子力発電所における自己騨価活

@　　動を調査する。

@　　」エS9006を参照し，目的，しくみ，
@　　手順等を新たに構築する。

R．　要領の整備
@　　1．2．の仕組み・手順を要領類1こ反映

@　　する。

具体的な行動計画
　　一凡　　司一
▽□　計画，▼　　実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 丁月　　8月　　9月　　10月　　11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

内部監査体制の充実 ▼7／8

内部監査　養成（　施部門）

監査ノウハウの拠供〔監査部門）

基本計回

以下の時期にQMSチーム等へ報告

P．内部監査体制の充実

@田9．7．18二方針，監査員養成計画

@H19．8．23：内部監査更別のQMSチーム鞭告

@H19．8．27：内部監査要則のQMS検討委員会綴告

@H20．1：要領修正内容

@H20．21善本計画

@H20，3：年度計画

Q．原子力部門が自己坪価を行う制度の導入

@H19．10：自己評価計画書，米国における自己騨価活動

@H20．1＝修正内容の確認，米国における自己評価活動

@　　　基本計画の確認

@H20．3：手順書

内部監査妻則の整備 ▼ ノ27 年度計画

試運用 本格運用・改正

自己評価制度の導入 計画書の整備 手順書整備

試運用・変更

▼7／10

年度計回

本格運用・改正
米国原子力発電所における自己　価活動　査

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考〔慰楽事項他）

・5／21：ベンチマーキングとして沖電気の内部監査実施状況を調査

E6／15：ベンチマーキングとして関西電力の内部監査実施状況を四五

E米国原子力発電所における自己評価活動を闘査中

E原子力監査裏則（案）について，社内レビューを終え，社内］メントを検討中。

〔検証方法）

@AP1②，（3）と同じ

i検証結果〕



》

実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　　　　　　　　　　　　アクションプラン進捗管理表（AP5（1）（3）内コミ， 情報共有化） H19年9月末現在アクソヨンブフン進捗管理我 ｛A　Pb Uフ　U，　困コ、、　1貫徹ヲモ燗15’

目　　的

（1）共有すべき情報については，主管箇所，共有化の窓ロ・伝達ルールを定め、龍実な共有化

@を実施する．

〔1〕現在，各組織が入手している情報及び入手する必要があるについて棚卸しを行

@　い，内部コミュニケーションとして情報共有すべき情報を選択する．

i2）選択した情報について情報の主管，共有化の窓口、伝達のルールを定める．

k3）定めた手順で，試運用を行い，遺漏なく実施できることを確認し．正式な運用と

@　する。

要求事項

（1｝QMS高度化の課題1外部文書を本部・莞電所で咀嚼して共有できるようにする必要があ

@　ることへの対応〔R　C　A）

k2）トップマネジメントの意向（コミュニケーション充実・情報共有化〕への対応

i3）発電設備総点検での不適切な事案についての要因分析から、「良好なコミュニケーション

ｪ取れない組織・風土等の間租」等に問題があることの対応。

実施内容

　　一凡　例一
､ロ：計画，▼　　実績

スケジュrル

6月11日計画キックオフ

U月14日チーム会提出

U月20日保安検査脱明

T月29日棚卸終了
V月24日共書化ルール案作成

X月28日試運用開始

実施事項 H18 H19 H20 進膿況今後の予定
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1

1
12 1 2 3

（ 2
）

▼（6

T／23

））

8／3

’

8／1

・今後も懲剋て実施，

i原則月1回以上）

i原貝1剛
i原貝1騨

耐
5 18） 鱗

虹7／1

@…、

1）

j

（1〉内部愈ニケーションの改善

@灘閣訪問・意見交換
@・発願弼也

@・協力会社

@・本部

A　講・磁劃ヒ
@・㈱遇蝋鵬ゆ設置
@・　　』　設置

i3）†青幸艮共羊馴レーヲレσ）月囎ヒ

A共有情報盛理

@　　　（内部・外部文奮）

－ 系 嵩

日
7ノ 4

）

▼フ ゴ 6／8 目工
台（9 28）

一
、

工 本格運用・改正

現在の状況 対策の検証方法と検証結県 自己評価〔終了時に記載〕 備考（懸楽事項他）

各担当で入手している情報の棚卸を終了。

﨣�ﾌ選別，フローのレビューを実施

﨣�､有化ルール寮の作戒

脂^用の開始

（検証方法）

E作成したルール案について、試運用を実施する．

E実施結果について，アンケート等で効果を龍認する。

k検証結果）



実施箇所 島根原子力発電所
　　　アクションプラン進捗管 理表（A　P5（2）外部コミュニケーションの改善） H19年9月末　現在

い
。

〔1）規制に関する精粗の入手・伝達方法や処理・活用方法について一プロセスを明 〔1）現在，各組繊が入手している精粗及び入手する必要がある情報について棚卸しを行い．それらの情報

確にする。 について，外コミに相当する惰帆を選択する。

目　　的 （2）共有すべき精粗については，主管箇所，共有化の窓口，伝達ルールを定め、確 （2）選択した情報について現状のプロセスをレビューし，確実に入手し，処理・活用する手順を策定する。

実な共有化を実施する。 〔3）策定した手順を，OMS文書再構築における外部コミュニケーション要則策定作業のインプットとし

（1）H18年第2回保安検査（外部の情報についてどこから，どの情報を入手し、そ
実施内容 て，要則に織り込む。

れをどのように処理，活用するかというシステムがない｝への対応。

（2）QMS高蔵化の課租二外部文書を本部・発電所で咀嚼して共有できるようにす
要求事項

る必要があることへの対応（RCA）。

〔3）トップマネジメントの意向（コミュニケーション充実，情報共有化）への対応。

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽ロ　計画’，▽□1実績

スケジュール

実施事項 H18年度 H19年度 H20年度
1 2 3 4 6 6 7 8 9 10 11 12 i 2 3 上 下

旧卿 還別

〔1）外部コミュニケーションの改善実施

@　①情報の棚卸，遇別

@　②現在のブロセスのレビュー，

@　　入手・処理・活用する手順策定

@　③策定した手順を織込み，外部

@　　コミュニケーション闘遮手順作成

@　④各租委員会からの情報

検附

作成 は行一 撞旺 保安規定改正

継続実施

・6月11日：計画キックオフ

・6月14日＝チーム会捷出

・6月20日：保安検査脱明

・6月29日：棚卸終了

・7月24～25日1要則作成〔手順の確認）

・8月：試行・検証開始

・9月：斌行・検証

現在の状況 対策の検鉦方法と検柾結果 自己評価（終了時に記載〕 備考（懸策事項他）

各担当で入手している情報の棚卸を終了。

・　手順の作成〔既存の手順の確認）。 〔検証方法）

要則作戒． ・AP1（了章OMS文書の蛮更，文書，活動のスリム化〕

試行・検証開始。 の試行・検証の中で実施。

〔検証結果）


